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第 4 章では，第 2 章および第 3 章の結果を受け，水溶液中において複雑な化学形をとるアクチニド元素のうちウラ
ンをとりあげ， これまで報告例の少ない高アルカリ'性水溶液中における溶解度を測定している。得られた溶解度曲線
から実験条件下で存在する複数の加水分解種の安定度定数を決定している D
第 5 章では，第 4 章において報告した加水分解種の化学形を確認するため， レーザー誘起発光分光法を用いてウラ
ンの加水分解種の測定を行っている O ウラニルイオンおよびその加水分解種を窒素レーザーを用いて励起し，その発















されるが， この分配係数は水溶液の pH やイオン強度などの諸条件に依存するため，吸着挙動予測のためにこれら諸










調べることにより，支配的な吸着媒が水溶液の pH により変化することを確認している o





いるo これは今後ウラン (VI) のほかの錯体種を観測するうえで重要となる情報を与えるものである。また，
この測定の際に常温では観測できないような弱~，発光でも77Kに冷却することによって，水溶液においても発
光測定が可能であることを確認している o
以上のように，本論文は放射性核種の地中移行挙動を予測するための重要な知見を提供している O よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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